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題字：横須賀市長　��　����　��

☆７月���������������������������������������������

常葉 ・ 不入斗 ・ 大津中学校区

　暑いな～　海の妖精スカリンだよ
　今��は非行防止キャンペーンで横須賀中央
のＹデッキにやって来たよ！
　不入斗、常葉、大津の中学生、先生、保護
司、小学生、青少年育成推進員の�����育成推進員の�����推進員の�����
と一緒にティッシュとチラシを配ったよ
　みんな海の妖精にな�た��、��ん�ん海の妖精にな�た��、��ん�んにな�た��、��ん�ん
で争奪戦をしたよ
　分身になってくれた中学生はスカリンの暑スカリンの暑の暑
さや大変さ�よくわかったらしいよ
　中学生のみんなは「声もたくさん出せるよ
うになってくると笑顔�出て、受�取ってく
れる方も増えて、笑顔の大切さ�よくわかっ
た」って言ってたよ
　スカリンもみんなの活動を応援しているよ
　　　　　　　　　　　　　���　���　　　　���　�����　����

☆７月２７��追浜���

追浜 ・ 鷹取中学校区

　未明の雷とゲリラ豪雨、今��できるかな？
開始時間の��時には猛暑とな�ました�、
風�時折�強く吹き、頬に心地よかったです。
　鷹取中学校・追浜中学校・追浜高校・横浜
創学館高校の生徒・学校長・教諭・保護司・
地域連絡会の方々・青少年育成推進員・市議
会議員・�浦署員・県警ＯＢ他���７��
追浜駅周辺４ヶ所に分かれて、非行防止キャ
ンペーンを行いました。
　頬を赤くしな�ら、生徒さん�笑顔ととも
にチラシやティッシュを手渡すと、道行く�
にも笑顔�あふれ、暑さのなかにもさわやか
な気持ちにな�ました。
　今年もピンクのうさぎ�大好評。汗びっ
しょ�にな�な�ら頑張ってくれました。
　「来年もまた手伝いに来ます」との言葉に
連帯感�生まれ、このキャンペーンも地�に
根付いてきました。　　　　���　���　　　　���　���　　���　������　�����　����

☆７月２��������２�����������������������

坂本中学校区中学校区

　当��は��市長を筆頭に小中学校�校の校
長と教諭も陣頭に立って頂き、坂本中学校生
徒���の参加もあ�ました。
　青少年向�イベントに青少年自身�運営サ
イドとして参加することは大変意義深いもの
と受�止めています。
　その他、地域連絡会メンバーを合わせて約
���での開催とな�ました。
　開始時間は��時でした�、熱気も冷めや
らず、とくに着ぐるみをまとった生徒は汗だ
くで、小さな�どもたちの�気に応えて頂き
感謝しています。
　用意したチラシとティッシュのセットおよ
び地域で用意した風船も短時間の内に配�終
えること�できました�、今年も��市長は
魅せてくれました。チラシ配�の絶妙さは例
年通�です�、生徒�気後れするような、少々
ヤンチャに見える青年に対しても、きちんと
向き合い、言葉を添えることで、一瞬で心を
通わせる「技あ�」の所作でした。
　こういった活動の直接的な成果は見えにく
いものです�、活動に参加された方、チラシ
を受�取ってくれた方、受�取ってくれなく
ても活動を見ていた方の意識に、多少の差は
あれども根付いたもの�あったと思います。
　　　　　　　　　　　　　���　���　　　　　　　　���　���　���　������　�����　����
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☆��������������������

７����鷹取中学校区����鷹取中学校区���鷹取中学校区��鷹取中学校区�鷹取中学校区

　今年で�回目、学校と７自治会�一緒に
なって防災訓練を行いました。
　全校生徒����と学校長・教�員・自治・教�員・自治・自治
会の方々・青少年育成推進員・育成担当者等
��８��参加。
　薪で火をおこし、豚汁や味噌汁・�ト�ト・�ト�ト�ト�ト
カ�ーの作成、ボランティアと要援護者宅訪
問、防災��の取��い訓練と��の多い一��の取��い訓練と��の多い一の取��い訓練と��の多い一取��い訓練と��の多い一訓練と��の多い一一
��でした。　　　　　　　　���　���　　　　　　　���　������　�����　���　�������

☆たくさん採れた、 ジャガイモ収穫祭

６������中学校区���中学校区��中学校区

　「うわー虫�出た！」今��は����で全����で全���で全�で全で全
校生徒参加の収穫祭。地域の�々や青少年育青少年育
成推進員も手伝い�は大�わい。今年は�を推進員も手伝い�は大�わい。今年は�をも手伝い�は大�わい。今年は�を手伝い�は大�わい。今年は�を
入れ替えたので、昨年よ�も多く収穫できま
した。
　��には�いお�さん方�作ってくれた��には�いお�さん方�作ってくれた�いお�さん方�作ってくれた�作ってくれた
�揚げ�ャ�のそ����を頂き、生徒の持�ャ�のそ����を頂き、生徒の持のそ����を頂き、生徒の持そ����を頂き、生徒の持��を頂き、生徒の持を頂き、生徒の持
ち帰�の他、我々もお�産のお裾分�。
　�ではすぐ、�に向�サ��イ�の�付��ではすぐ、�に向�サ��イ�の�付�
準備�始ま�ます。　　　　�　　　　�西村�康彦�

☆��������������

４�����不入斗中学校区�����不入斗中学校区����不入斗中学校区��不入斗中学校区�不入斗中学校区

　�年、��の��に開催される�Ｏ���ス�年、��の��に開催される�Ｏ���ス
タ。グラウンド�空を泳ぐこいの��の�鯉�
と地域からの来客の�来い�をか�て�付�
られ、地域の�どもたちを招き中学校に親し
んでもらおうというＰＴＡのお祭�です。
　地域連絡会として協力すること７回目、
チョコバナナのブースは�どもたちに大�
気、たくさんの�どもたちの喜ぶ顔に癒され
ました。　　　　　　　　　　���　�����　����　��　�����

☆暑さを吹っ飛ばせ！そうめん流し

７�３０��北下浦中学校区

　地域連絡会�催のそうめん�しは、��年地域連絡会�催のそうめん�しは、��年そうめん�しは、��年

☆夏の祭典

７��７ ・ ������中学校区�７ ・ ������中学校区����中学校区��中学校区中学校区

　岩戸�町内会�合同で行う夏の祭典�、今
年も���間にわた�開催されました。ました。。
　町内会��による出�������を�町内会��による出�������を�������を������を�
え、会場のＣ公園は延べ�����を超える
�出で大盛況でした。した。。
　青少年育成活動地域連絡会では中学校と�は中学校と�
し合い、生徒７�の応援を�て���とチョい、生徒７�の応援を�て���とチョ
コバナナの���を受�持ちました。���を受�持ちました。を受�持ちました。受�持ちました。。
　���本��を���げ、生徒たちには「ま���本��を���げ、生徒たちには「またちには「まま
た来年も参加したい」と好評でした。」と好評でした。と好評でした。した。。
　　　　　　　　　　　　　�高�　����高�　���

☆武����夏�����������夏��������夏��������

７��� ・ �� ・ ３０����中学校区�� ・ �� ・ ３０����中学校区����中学校区��中学校区中学校区

　�中生の地域ボランティア「ＢＭＳ」。今

年も�７��の生徒�登録し、地域の様々な
行事で活躍しています。
　Ｂ���　�青少年の青Ｂ���　�青少年の青　�青少年の青�青少年の青
　Ｍ������間Ｍ������間
　Ｓ������員Ｓ������員
　これらの頭�字をとってＢＭＳ � �ー��これらの頭�字をとってＢＭＳ � �ー��ＢＭＳ � �ー��� �ー��
�ス �。平成�７年度の生徒たち��付�て
くれました。
　ＢＭＳは地域連絡会��催し、中学校区内
の町内会・自治会やＰＴＡなどの依頼を請�、
行事のお手伝いボランティアとして活動して
います。
　活動の一つとして「夏休み学習サポート」
を���間にわた�老�ホー�横須賀椿園と�
山コミュニティーセンターの�会場で開催し
ました。
　これは宿題を持って集まった小学生とＢＭ
Ｓ�、一緒に学習を進めるというもの。始め
は、はし�いでいた小学生�ＢＭＳのお兄さ
んの隣で真面目に取�組む姿も見られ、�や
かな中にも真剣な、小中の交�の時間�持て
ました。　　　　　　　　��地　���　　　　　　　　��地　�����地　�������
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☆青少年の健全育成を進める県民大会

７�１３� ����中��������中����

　�青少年を取��く����会に自立する�青少年を取��く����会に自立する青少年を取��く����会に自立する

☆青少年の非行 ・ 被害防止啓発パネル展示

７���～１����役所本�北口

　７�の「青少年の非行・被害防止全国強調
�間」に合わせて、環境研究部会で�年パネ
�を作成し、市役所で展示しています。
　ネットや��タイでのトラブ�や、���ネットや��タイでのトラブ�や、������
県青少年保護育成�例を��したパネ�に加青少年保護育成�例を��したパネ�に加
え、今年新たに作成した「自転車の�ー�や
事故の賠償責任」についてのパネ�など、全
部で�枚展示しました。
　多くの方に青少年の非行と被害防止に関心
を持っていただ�るよう、地域の行事などで
もパネ�を活用していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　���� . Ｈ .�

☆��防��������防������防��������

���３��久里浜中学校区中学校区

　地震発生。津�を��し生徒は�����。。津�を��し生徒は�����。津�を��し生徒は�����。��し生徒は�����。し生徒は�����。生徒は�����。�����。。
警戒解除後校庭�移動、自治会�とに集合し、自治会�とに集合し�とに集合し
各地区の��所�着後に様々な訓練���さの��所�着後に様々な訓練���さ�着後に様々な訓練���さに様々な訓練���さ訓練���さ���さ��ささ
れました。。
　�・��の��から、中学生の地域での役・��の��から、中学生の地域での役��の��から、中学生の地域での役
割を自覚させるべく学校、各地区で訓練を�せるべく学校、各地区で訓練を�るべく学校、各地区で訓練を�
�しました�、はたして生徒はこの意義をくました�、はたして生徒はこの意義をくた�、はたして生徒はこの意義をく、はたして生徒はこの意義をくはたして生徒はこの意義をく生徒はこの意義をくはこの意義をく
み取�訓練を��できたか不明です。�暑とす。�暑と。�暑と
はいえ��度を超える中の訓練でした。　　　　
　　　　　　　　　　　　　�遠藤　栄治��

☆第�����の��し��������������の��し������������の��し���������

���３��北下浦 ・ ��中学校区

　夏の暑さを吹き飛ばす、北下浦中学校��学校����
部・長�中学校、津��浜高校の各吹��部学校、津��浜高校の各吹��部、津��浜高校の各吹��部高校の各吹��部の各吹��部
による演�会�、大�のお客様をお迎えし、
北下浦行政センターで開催されました。センターで開催されました。で開催されました。
　青少年育成に関わる地域���の協力の関わる地域���の協力の地域���の協力の
下、今年で��回を�え、各校の演�にも熱
�入�ました。�気の�あまち�ん�の吹�ました。�気の�あまち�ん�の吹��気の�あまち�ん�の吹�の吹�
�部�校�き�べや、北下浦小学校の��も�校�き�べや、北下浦小学校の��もや、北下浦小学校の��も、北下浦小学校の��も学校の��もの��も��もも
交えての地域からの要望で復活した�北下浦
�頭�も好評でした。
　これ�終ると、北下浦も�んの���の風これ�終ると、北下浦も�んの���の風
を感�るのだ�れど・・・　���　���・　���　���　���　���

目を迎え、地域の方々��年�しみにしてい、地域の方々��年�しみにしてい地域の方々��年�しみにしてい
る夏の風物詩とな�ました。とな�ました。。
　�えるスタッ�として教�員・生徒・ＰＴ�えるスタッ�として教�員・生徒・ＰＴ
Ａ・近隣の町内会及び育成活動��の方々�
多く集ま�、延べ������の大イベント延べ������の大イベント������の大イベント
とな�ました。
　�しいことに今年度�めて近隣の高校から�しいことに今年度�めて近隣の高校から
の協力をいただき、小学生・中学生・高校生
の交�を持つこと�できました。
　　　　　　　　　　　　���　きよみ����　きよみ���　きよみ��

力を育むため～�会全�で青少年を��、�～�会全�で青少年を��、��会全�で青少年を��、�
え、育てる～�というス�ー�ンのもと開催～�というス�ー�ンのもと開催
されました。。
　オープニングは、サ�ンオー�スター�のは、サ�ンオー�スター�のサ�ンオー�スター�のオー�スター�のの
曲にのせた平�学園高等学校のチアリーディにのせた平�学園高等学校のチアリーディ平�学園高等学校のチアリーディ
ングの演�。は��る笑顔を見せな�ら�リの演�。は��る笑顔を見せな�ら�リ笑顔を見せな�ら�リ�リ
�リのパ�ォー�ンスに会場の�も一�とな会場の�も一�となも一�とな
�、とても�しい空間にな�ました。、とても�しい空間にな�ました。
　次に、����� � ネット教育アナリスト������ � ネット教育アナリスト�
による�～�どもたち�、直面しているリス�～�どもたち�、直面しているリス～�どもたち�、直面しているリス
クとメリットを正しく理解して向き合おう！
～�の�演でした。�の�演でした。の�演でした。でした。
　青少年�育っていく中でネット�会のス�青少年�育っていく中でネット�会のス�
ホの���及び��や�ラ�の問題を、�ど���及び��や�ラ�の問題を、�ど及び��や�ラ�の問題を、�ど
もとのコミュニ�ーションの中で�たち大�中で�たち大��たち大�
�理解して、各�庭で�ー�を�し合うこと。して、各�庭で�ー�を�し合うこと。各�庭で�ー�を�し合うこと。で�ー�を�し合うこと。�ー�を�し合うこと。。
　一度�した��は�ってこないことを��度�した��は�ってこないことを��
し、依�しないよう�どもたちを��する一、依�しないよう�どもたちを��する一依�しないよう�どもたちを��する一しないよう�どもたちを��する一よう�どもたちを��する一を��する一
方、親�で共に学ぶのも�いと�されていま学ぶのも�いと�されていま
した。
　パネ�ディスカッションでは、パネリストパネ�ディスカッションでは、パネリスト
の方々や高校生も、��のサイト�の「ス�、��のサイト�の「ス�「ス�
ホ�８の約�」と�らしあわせな�ら、どの�８の約�」と�らしあわせな�ら、どのの約�」と�らしあわせな�ら、どのと�らしあわせな�ら、どの�らしあわせな�ら、どのあわせな�ら、どのな�ら、どの、どのどの
ように使いこなしているかと�していましいるかと�していましるかと�していまし�していましていまし
た。インターネットは、最終形のない、�えない、�えい、�え
のない�ー�であ�常に�たち大�もチャ�
ン�していくの�大切と学びました。　　　
　　　　　　　　　　　　　�小�　���　　　　　　　　　�小�　����小�　���　������



　よく云われていることだ�、非行防止に

は地区住民�一致し協力して行動をするこ

と�大切、即ち「見て見ぬふ�」は大�の

�会通念に反する行為です。

　�事です�、某駅で学生����下線

ホー�で女�の一��ペットボト�を反対

側のホー�の男�に投げる始末、ホー�に

は車いすの老�、ベ�ーカーの��、一連

の行為に大��誰一��意�当方も�しま

せんでした。

　「皆��どもを見ています」高齢者の爺

�一念発起。非行の芽は早めにつみ取る決

意です。　　　　　　　　　　　��.Ｓ.�
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編集後記：

不入斗中学校ＰＴＡ会長最後の年、たびた
び�権を乱用し地域と学校を結びつ�活�
�を図ってきました�、たまにどちらの
立場で発言をしたらいいのか迷うとき�あ
�ます。広�紙の�イアウトや校正にも
ちょっとだ�ＰＴＡの感覚�入�込んでい
た��今は忙しい���です�来年度は少し
寂しくなった�するのでしょうか？

　　　　　　　　　�編集担当　��　��編集担当　��　����　��
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☆���三浦��青少年指導員活動研究会

６��� 県横須賀合同庁舎

　共育コーチング研究会��の�本正��を��の�本正��をの�本正��を
お招きし「�どもの可能�を引き出すコーチ
ング」の研修を受�ました。

 アイスブ�イク�出会いの�張を�ぐすゲーク�出会いの�張を�ぐすゲー出会いの�張を�ぐすゲー
��の後、�本�の�義�始ま�ました。の後、�本�の�義�始ま�ました。後、�本�の�義�始ま�ました。、�本�の�義�始ま�ました。�本�の�義�始ま�ました。�義�始ま�ました。�始ま�ました。ました。
　まず、コーチングとは「気�きとやる気をコーチングとは「気�きとやる気を
引き出し、自発的行動を促し、目��成をサ、目��成をサ目��成をサ
ポートすることである」と�明�あ�ました。ことである」と�明�あ�ました。である」と�明�あ�ました。
 次に、コーチングのスキ��つの��につ、コーチングのスキ��つの��につコーチングのスキ��つの��につ�つの��につの��につ
いて�されました。
①�く�相手を認識する際の��は�とんどの��は�とんど
　�覚、�覚から入ってくる。笑顔や相�等�覚、�覚から入ってくる。笑顔や相�等や相�等相�等
　相手に�しやすい環境を作�、�しを�分相手に�しやすい環境を作�、�しを�分、�しを�分�しを�分しを�分を�分�分
　�いて相手を理解し��する。�いて相手を理解し��する。
②承認する�相手の変�、成長、成果にいち
　早く気付き言葉ではっき�伝える。早く気付き言葉ではっき�伝える。
　そして、最後まで�いてあげることによっ、最後まで�いてあげることによっいてあげることによっによっ
　て「やる気」�育つ。て「やる気」�育つ。
　�んでいる�は、�いてもらった�心感で�んでいる�は、�いてもらった�心感で、�いてもらった�心感で�いてもらった�心感で
　自���感�生まれ、自信とやる気�出て自���感�生まれ、自信とやる気�出て
　くる。くる。
③質問する�相手のことをよ�理解するためことをよ�理解するためをよ�理解するため
　��的かつ明�に質問する。��的かつ明�に質問する。
　��のことを�まえ一�間後、一年後、���のことを�まえ一�間後、一年後、�ことを�まえ一�間後、一年後、�を�まえ一�間後、一年後、�
年後の自分はどうしていたいか目�を明�に
設�してもらう。その際に�本的にアドバイ
スや提案はしない。
 研修中その都度、�対面の方と�践しまし
た�、���％相手の�を聞くことや�えをことや�えをや�えを
導く�術の�しさを�感しました。
　この研修会で�たことを今後の活動に役立この研修会で�たことを今後の活動に役立ことを今後の活動に役立を今後の活動に役立
てたいと思います。　　　　���　���たいと思います。　　　　���　���と思います。　　　　���　���　　　　���　������　���　������

☆青少年育成�進員��研�会青少年育成�進員��研�会

７�１０��青少年会�

　今年度の研修会は�非行防止パト�ー�の
ポイント��声か�指導等パト�ー�時の�
意点�をテー�に研修�行なわれ、４��の
推進員�受�しました。
　こども育成部こども青少年�援課の高��こども育成部こども青少年�援課の高��
と青少年巡回指導員の藤末�、���の��、���の��の��
とその後の質�応�で「パト�ー�の心�、その後の質�応�で「パト�ー�の心�、
留意点」を学ぶこと�できました。
　高��は「直ちに、こちらの身分を明かさ
ない」、「�教�みた会�は��る」ことを、ことを、を、、
藤末、����は「あいさつから始める」、「�、����は「あいさつから始める」、「���は「あいさつから始める」、「�「あいさつから始める」、「�あいさつから始める」、「�始める」、「�」、「�
激を与えるような�し方をしない」ことを心をしない」ことを心」ことを心ことを心心
掛�るようにと�されました。
　この研修会��演�で、これまでのパト�ー
�のあ�方や心構え、方法等を再認識すると
ともに、新たな方法も�ること�できました。
　またパト�ー�を通�て、地道な活動を�またパト�ー�を通�て、地道な活動を�
ね、抑止力を維持し、非行と被害から青少年
を�ること�大切だと感�ました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　�小�　���　　　　　　　　　�小�　����小�　���


